
在外研修の成果

古代東アジアにおける冠帽等の装身具に関する研究

毛利光俊彦/飛鳥藤原宮跡発掘調査部

1998"1' 9 H I日からllJl25日にかけて中部人民共和|主l

に I I.I YJ~ し 、冠制jから靴に歪る各極の装身具について、 IH

土品や"llï噴石'府守i淀の磁岡・ kj~刻などを捌ft研究した。

訪 Il iJ 地は|ヒ半の吉林遼5~1 .河北 .i可I有限!jl_ij. .~I 粛各

省と、TYiの江蘇省に及んだが、 ι1"悶相会科学|淀考古研究

所や各省の研究所.w物館の厚詑によって、多くの成梨
を得ることができた。

冠制については、吉林・逃)IJ'~jjlij省で、間句i越やf!if.非の

金属製品を脈々 尖ヨ'tできたのが第一の収税。1，1溺省業高
官1では、 jJt主主者{象や説法凶に傾注し、ドf"i.Mf代の中悲の

制と、川辺諸問人の災俗との対比をみた。各地で股覧"1'

の l而や↓~~(;訟を通観 した紡梨、文 武官以外にH'I':iを冠か

ら特定できることにも気づいた。

l操;m:については、各地で併時代のill品をみた。隊問省

の白玉鍛;mは北JliJ(557-581)で、銀;IWとしては最古級で

ある。唐代には丸納・巡方の鈎板が一般化するが、 JL納

の起泌がJrl'm:の1"'1形鍔板にあるのではと予illllしている。

なお、 I.\iの位陵(第 3 代向宗 • WI天武后陵)の石人がし

める;111'の丸制 巡11は、 11要i胤をとりつける右側のみにあ

ることに気つ'き認織を改めた。

靴については、日本 朝鮮半J誌の古噴出土金以製品に、

iiii後綴と左右級があることから、その起iJhtを探した。1主

や布のill品はi先代からあったが、いずれも前後綴。新縦

の左右綴の探求は今後の税題である。

庖・乾隠の石人の腰帯と腰鳳
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